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平成 28 年度 第 4回 ネット・モニターアンケート 

名古屋市立大学について 

■アンケートの趣旨 

名古屋市立大学は、平成 18 年 4 月に公立大学法人化（地方独立行政法人）され、自

主的な大学運営を行っています。これは、大学を取り巻く環境が変化するなか、さらに

魅力ある大学づくりを進めるためのものです。 

公立大学法人制度の下では、6年間を一区切り（中期目標期間）として、市が大学と

しての目標を、大学が具体的な計画を定めることになっており、名古屋市立大学では平

成 30 年度から第三期中期目標期間を迎えます。 

このアンケートは、名古屋市立大学が、市民の皆様が誇りに思い、愛着を持てる大学

となることができるように、名古屋市が皆様のご意見をうかがい、新たな中期目標を立

てる上での参考とするものです。

■説明・前提条件 

問１：必須 

・選択数１つ 

問２：問１の選択による

・選択制限なし 

問３：問１の選択による

・選択制限なし 

問４：問１の選択による

・選択制限なし 

問５：問１の選択による

・選択数１つ 

問６：問５の選択による

・選択制限なし 

問７：問５の選択による

・自由記載 

問８：必須 

・選択数１つ 

問９：必須 

・選択制限なし 

問 10：必須 

・選択制限なし 

問 11：任意 

・自由記載 

► 年代・居住区・性別の属性は事前に登録されたモニターの属性から取得 

► 比率はすべて、各質問の回答者数に対するパーセントで表し、小数点以下第 2位を四捨五入し

て算出（このため、合計が 100%にならないことがある） 

► 複数回答が可能な質問については、各項目の比率の合計は通常 100%を超える 

■アンケート実施期間 

平成 28 年 9 月 23 日（金） から 平成 28 年 10 月 3 日（月）まで 

■モニター数・アンケート回答数 

対象モニター数： 500 人  回答数：430 人 有効回収率：86.0％ 

■問い合わせ先 

調査テーマに関すること

総務局    大学政策室

電話：052-972-2193  ＦＡＸ：052-972-4418 

E-Mail：a2193@somu.city.nagoya.lg.jp 

調査概要に関すること

市民経済局  広聴課

電話：052-972-3140  ＦＡＸ：052-972-3164 

E-Mail：net-moni01@shiminkeizai.city.nagoya.lg.jp 

参考２ 
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回答集計 ※抜粋 
※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

問２ あなたは名古屋市立大学にどのようなプラスイメージをもっていますか。 

（選択はいくつでも）

Ｎ＝407 

自由記載内容
年代 居住区 性別 記載内容

20歳代 昭和区 男性 薬学部が有名

50歳代 緑区 女性 薬学部としてトップの座にある

40歳代 名東区 男性
地域に埋没していて、全国的には無名。優秀な人材を輩出して
はいるが、大学には残らず外に出て行ってしまっている。

30歳代 緑区 女性 地域が必要とする人材（職業人）を輩出している

40歳代 緑区 男性 HICUがいい

50歳代 中村区 女性 よくわ　知らないがあることは　わかっていた

50歳代 天白区 女性 学力、教育全てにおいて、不透明なところが多い。

45.0%

36.6%

60.9%

10.6%

7.1%

3.2%

14.5%

28.5%

10.8%

6.6%

1.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

学生・院生の学力が高い

教育や研究の水準が高い

市立大学病院で高度な医療を提供している

文化の面で名古屋市民に貢献している

まちづくりの面で名古屋市民に貢献している

環境問題の面で名古屋市民に貢献している

市立大学として独自なものを有している

公開講座など市民に開かれた活動をしている

特になし

わからない

その他

無回答
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問３ あなたは名古屋市立大学にどのようなマイナスイメージをもっていますか。 

（選択はいくつでも）

Ｎ＝407 

3.4%

3.9%

2.7%

10.6%

11.5%

5.9%

12.0%

4.2%

53.6%

15.0%

5.9%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

学生・院生の学力が低い

教育や研究の水準が低い

市立大学病院で高度な医療を提供していない

文化の面で名古屋市民に貢献していない

まちづくりの面で名古屋市民に貢献していない

環境問題の面で名古屋市民に貢献していない

市立大学として独自なものを有していない

公開講座など市民に開かれた活動をしていない

特になし

わからない

その他

無回答
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自由記載内容

年代 居住区 性別 記載内容

50歳代 昭和区 男性 ネームバリューがやや低いような気がする。

60歳代 南区 男性 具体的な取り組みがあまり新聞や広報などからの情報が少ないと思う。

60歳代 昭和区 男性
過去に子供が幼児のとき、夜間に高熱が出たとき診てもらいたいの連絡をし
た際に「通院歴」がないの理由で診療を断られたことがある。

40歳代 熱田区 男性
人口減少時に、多くの大学はいらない。
名古屋市の費用を食いつぶしているだけで、デメリットしか感じない。

20歳代 昭和区 男性 知名度がすごく低い。市外の方は、知らない。

30歳代 北区 男性
東海地方では優秀な大学であり、誰でもそう認識しているが、全国的にはま
だまだ地方公立大学のイメージを払しょくできていない。

40歳代 中川区 女性 大学のレベルはそこそこ高いのに、地味なイメージがある。

60歳代 名東区 女性 全国的には知名度が低い。

40歳代 名東区 女性 施設が古いイメージがあります。

60歳代 守山区 男性
あまりにも巨大化されている為日々にながされ緊張感がうすれて、よく医療ミ
スが報道されている。

40歳代 天白区 女性 全国的に知られていない。

50歳代 瑞穂区 女性 医療ミスがあった。

20歳代 昭和区 男性
滝子キャンパスは高校の延長線という言葉が聞かれ、例えば高層校舎がない
ことや教室が狭いこと、また汚いということを良く聞く。また他大と比べて都会
にはないため、世の中の情勢を把握しづらいとも聞く。

40歳代 瑞穂区 男性 知名度が低い

20歳代 瑞穂区 男性 施策・方針が独り歩きいている。

40歳代 瑞穂区 女性

名古屋大学より下、学校も学生の人間性も無難な感じ、という印象。
「名市大といえば、これ！」というのは、薬学部がある、馬がいる、という印象の
み。
もう少し、特化したものがあると、さらなる魅力になるように思います。

30歳代 西区 男性
愛知県にある国立大学（名古屋大学）に比べ遜色ないにも関わらず、校風が
おとなしく、学生（卒業者を含む）が目立たない。

50歳代 中川区 男性
インパクトが弱い。病院に縁のない市民は、その所在地もすぐには答えられ
ないのでは。

20歳代 西区 女性
名古屋大学の受験者の滑り止めで、地元公務員への就職率が高く、地元企
業には就職しにくいイメージ。

40歳代 港区 女性 金がかかる

40歳代 緑区 男性 学生のモラルが非常に悪い

40歳代 西区 男性
市立大学病院できちんと患者本位の治療をしているのか、
大学病院と聞くとつい実験台に使用されているイメージもあるので

50歳代 守山区 男性 公立大学のせいか存在が地味のように感じます。

40歳代 千種区 男性
名大も県立大もあるうえに、敢えて市が大学を持っている意義がよくわからな
い。

40歳代 南区 男性 学生のマナーが悪い（桜山駅周辺など

50歳代 北区 女性 名大に行けない人が行く大学

60歳代 守山区 男性
名古屋市内の病院や医院で名市大卒業のドクターに診てもらう例が、ほとん
ど経験がない。以前、名市大卒業の医師に診てもらって、紹介状を書いても
らったことがありました。紹介先は残念ながら名市大ではありませんでした。
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問５ 名古屋市立大学は、市民にとって身近な存在だと思いますか。（選択は１つ）

Ｎ＝407 

問５で身近な存在だと「思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答された方にうかがいま

す。

問６ 名古屋市立大学を身近な存在だと「思う」「どちらかといえば、そう思う」理由は何で

すか（選択はいくつでも）

Ｎ＝236 

思う

17.2%

どちらかといえば、

そう思う

40.8%

どちらかといえば、

そう思わない

18.4%

思わない

10.8%

わからない

12.8%

無回答

0.0%

33.1%

12.3%

21.2%

19.5%

79.7%

3.0%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

市民公開講座など市民の生涯学習ニーズに

対応した事業を実施している

地域社会や地元企業の活動に学生や教員が

参加・協力するなど地域貢献活動を行っている

名古屋市立大学が勤務地または自宅の近くにある

自分または自分の関係者が

名古屋市立大学と関係がある

名古屋市立大学病院がある

その他

無回答
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問９【※必須】あなたは名古屋市立大学の次期目標期間において、どの項目に対して計画的・

重点的に取り組むべきであると思いますか。（選択はいくつでも）

Ｎ＝430 

25.8%

55.3%

46.7%

23.7%

52.6%

53.0%

61.2%

45.3%

19.3%

23.3%

2.1%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

世界をリードする教育・研究の実践

社会・市民に開かれた大学

社会貢献・地域貢献

国際感覚豊かな人材の育成、

国際的な共同研究の推進

優れた人材の育成・社会への輩出

高度な医療の提供

良質な医療従事者の育成

健全な病院経営

効率的な大学運営

情報発信

その他

無回答
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問 10【※必須】あなたが名古屋市立大学に期待する具体的な取組はどれですか。 

（選択はいくつでも）

Ｎ＝430 

41.4%

36.7%

66.0%

23.7%

36.7%

13.5%

57.0%

13.7%

31.4%

15.1%

20.7%

10.9%

16.0%

4.2%

5.6%

18.4%

22.1%

1.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

大学としての高等教育の提供

地域産業への人材の輩出

地域の医療・福祉を担う人材の育成

国際感覚豊かな人材の育成

市民公開講座等の実施や

社会人が学ぶことのできる機会の提供

企業、国・公共機関、NPO法人等からの

受託研究、調査業務

市立大学病院を中心とした

地域への高度医療の提供

名古屋市等の政策立案の支援

（シンクタンク機能）

施設（図書館、体育館、教室等）の

地域開放

大学運営の効率化、

簡素な大学組織への取組みによる経費削減

大学情報の積極的な発信

教職員人事・評価の活性化による

教育研究の充実

世界レベルの研究

寄付による自己収入の獲得

外部研究資金や診療収入等による

自己収入の獲得

給付型奨学金の拡充等による学生支援

学生による地域の活性化、まちおこし

その他

無回答
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■属性集計
性 別 

全体 男性 女性 

％ 100.0% 48.6% 51.4% 

回答者数 430 209 221 

年 代 

全体 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代
70 歳 

以上 

％  100.0%  0.0%  12.8%  16.7%  22.6%  17.7%  18.6%  11.6% 

回答者数   433   0   55   72   97   76   80   50 

居 住 区 

48.6%

51.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性

女性

0.0%

12.8%

16.7%

22.6%

17.7%

18.6%

11.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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全体 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 

％ 100.0% 7.9% 2.8% 8.4% 6.3% 4.7% 3.3% 

回答者数 430 34 12 36 27 20 14 

昭和区 瑞穂区 熱田区 中川区 港区 南区 

6.3% 6.0% 2.6% 7.7% 3.7% 5.1% 

27 26 11 33 16 22 

守山区 緑区 名東区 天白区 

6.7% 13.3% 8.8% 6.5% 

29 57 38 28 

7.9%

2.8%

8.4%

6.3%

4.7%

3.3%

6.3%

6.0%

2.6%

7.7%

3.7%

5.1%

6.7%

13.3%

8.8%

6.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

千種区

東区

北区

西区

中村区

中区

昭和区

瑞穂区

熱田区

中川区

港区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区


